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エ ス ニ シ テ ィー と階 級
一 フ ィジー の事例か ら一




本論はエスニシティーと階級(class)の関係について、 これを現代 フィジーの足跡をつ う
じて考察するものである。両者の関係を検討 したこころみの多 くは、ほとんどが二つのいずれ
かに分析上の力点を置 くとい う結果になっている(1)。本論がおこな うのは、エスニシティーと









ことである。 このときエスニックな関係 と階級としての関係 とは、文化と文化の対等な次元で
対峙 しあうもの、として理解されなければならない。
第二はさらに根元的な問題で、階級形式と階級意識の形成とを同一視するオーソ ドックスな
立場(ト ソプソソとて例外ではない)へ の決別 によって生まれる(5)。階級意識をもたない階級
文化がたとえば本論の以下で論 じる中産階級のようにみいだされる一方、階級文化に基礎づけ
られない階級意識が、エスニックな文化や半エスニックな文化に支えられて形成 されている。
階級意識と階級との分離は、階級 とい う言葉に付与 されてきた二つの別な観念をあらわに して
くれる。 〈実体 としての階級〉および 〈言説としての階級〉とい うそれである。
〈実体としての階級〉⑥は政治経済的関係 と文化を基礎に抽出され、 〈言説 としての階級〉
は、自己と他者 を階級という言説によって対比 し形づくるときに現れる(こ の階級が階級意識








つつ、一方で階級意識と切 り離 してとらえなが ら、エスニシティーとの関係づけをこころみる
ことにしたい。階級文化とエスニックな文化、また階級的言説 とエスニックな言説については、
最後の章で考察を展開することにす る。
1.エ スニ ック ・グ ループの歴史 と関係
フィジーのエスニック・グループとしては、土着のフィジー人 ・ロトゥマ人の他に、移民と
してやって きたイソド人、中国人、それにソロモソやニューカレドニアなどからの南太平洋の
諸民族を上げることができる。 この中で もっとも注 目されるのがフィジー人とイソ ド人で、両
グループは全人口の約95%を占めてお りω、政治 ・経済 ・文化などの諸領域でそれぞれ重要な
役割をになっている。二つのグル ・ープの対立関係はとりわけ1987年、フィジー人ラソブカ中佐





とどまる道を選んでいる。彼 らの多 くは借地農としてサ トウキビ畑を耕 しつづけ、現在までフィ
ジー経済の根幹ともいえるサ トウ産業 を支えて きている。
ただイソド人はこうした年期契約の労働者ばかりではなかった。イソ ド人人口が増加するに
つれ、いわゆる自由移民 と呼ばれる人々がやってきた。グジャラー トやパソジャブなどから集
まった彼 らは商業を中心にみるみる頭角を現 し、先住の成功組と拮抗 しながらフィジーの一大
勢力を形成 していった。こうして彼らを加えたイソド人は人口においても1946年にフィジー人
をしのぎ、やがては過半数を占めるに至 っている。
フィジー人とイソ ド人の今 日までの関係は、両者の出会いの時点ですでにその基本が形づ く
られていた。イソ ド人労働力はフィジー人労働力の補足 として供給 されたのではない。彼 らは
フィジー人の文字どおりの代替であった。この ことは植民地政府がフィジー人の保護 と彼 らの
「伝統」維持とを基本方針にすえてきた ことを考えるなら、当然の帰結といえる。そしてこの
基本方針とは、フィジー人を自給自足的な村落経済に閉 じ込め、彼 らのチーフをつうじて統治
するという、いわばもっとも 「安 くつ く」支配理念に立脚 したものであった。いずれにせよ、




ジー人優遇策の終焉を意味 していた。両者が積極的に独立を推進 してい く中で、フィジー人の
ほとんどがこれに反対をつづけた。彼 らが独立 と引 き換 えに要求 したのは、植民地政府によっ
て保障されてきた特権の維持であり、またこの特権の存続を新国家において保障する法律であっ
た。彼 らの要求の根幹が受け入れられると、フィジーは1970年の独立を迎えることになった。
独立のための先頭に掲げ られた要求 とは、現状の土地制度の固持だった。 これによって全土
の87%は、フィジー人が永遠 に売却不能なまま所有す る土地になった。所有の代表的単位は
「マタソガリ(mataqali)」と呼ばれる氏族であ り、このマタソガ リはフィジー人全体を網羅







障がそれである。フィジー人とイソ ド人の議席数は22対22の同数 とさだめ られ、フィジー人の
多数性は残 り8議席の割 り当てを受けた他の小エスニ ック ・グループ(`GeneralElector'と





























何より、彼 らの互いの職場をつうじて結ばれ発展 していった。 フィジー人とイソド人の分離は、
今や都市労働者の間で変容 しようとしていたのである。
このことを象徴するのが、1959年の多民族的な大ス トライキだった。それはスヴァの総合労
働組合が決行 したもので、やがてフィジー人 ・イソ ド人双方による外国資本排斥の暴動へと発
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展 した。政府は参加者を武力で威嚇 し、両 グループの分断をはかる作戦にでた。組合を細分化
し、しかもエスニック ・グループ単位に再組織するとい うそれである。 さらにフィジー人に対
しては彼 らのチーフをつうじて監視を強化 し、原住民としての特権剥奪をちらつかせてみせる
ことも忘れなかった。









きた。ところが独立前に結成され拡大 した組合は、たいてい公務員 ・教員 ・技術者あるいは事








させてきたライフスタイルや感覚 ・思考 ・信条によって、つま りはひとつの文化をつ うじては
ぐくまれたものである、とい うことを忘れてはならない。それは独立国家 フィジーにとっての、
あらたな文化の誕生である。 と同時に、その文化の担い手たるあたらしい階級の出現である。





資本家と労働者 という二大主役の影に隠れたまった くのわき役にす ぎず、しば しば 「歴史的使







いだすことができる。行政や教育 ・経済の整備や拡大を背景に、都市で急増 しだ したホワイ ト
カラーたちがそれである。白人や一部のイソド人をのぞけば、彼 らは文字 どお り都市に根をは
やし始めた最初の人間たちであった。 しかもフィジー人の多 くは、かつて兵役や港湾労働以外
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に自分の土地を離れられなかった平民たちによって構成されていた。彼らは高等教育をおさめ、









来、 「部屋」 という言葉さえなかった。彼 らはひとつの空間を物理的に分断せずに区分 しなが
ら、各 自のふさわ しい場所をそのときどきで使用する。男性か女性か、年長者か年少者か、チー
フか否か、によって場所は容易に認知することがで きる。 しかも扉のひとつはつねに開けられ
ていて、通 りがかりの人間を呼び止め 「どこにいく?」 「どこにいった?」 と聞いたり、立ち
寄るように誘 ったりするのがふつうである。こうした慣習は都市にきても残 される場合が多 く、
たとえばアパー トや小 さな家の建て混んだ地区では、人々は住 まいを事実上一部屋として使い
ながら、隣人たちとの親 しいつきあいを維持 している。
この点郊外にあらわれた家々は、あたらしい隣人関係とまたあたらしい家族関係のあり方に




彼 らは家計をや りくりしながら、 ローソを返済 し子供 を教育する。とりわけ教育の熱心 さには
目をみはるものがある。この階級は自分の生活が教育によって もたらされたことを誰 より深 く
認識 しており、'educated'として強い誇 りをもっている。たとえば人を批判す る標準的な表







「自由」 「人権」 「社会的正義」 もそのひとつである。
教育を受けたとい う証拠は、こうした価値を受け入れながら大勢に流 されない独自の見解と
態度をもちつづけることだ、と彼 らの多くは考える。それは従ってさまざまな個性の表現を許
すことになる。 フィジー人がsulu、イソ ド人がsariを身につけるのは自由だ し、両者が同 じ
西洋式の服装をするのもまた自由である。キ リス ト教徒か否かは自由だし、キ リス ト教徒が教
会に礼拝す るかどうかもまた自由である。ところが教育のない人間は自分自身で本当の選択を
す る能力がな く、つねにまわ りに迎合 したり上からの指令で動いて しまう、'その典型が田舎の
生活だ、というのである。
この階級には一方で、田舎の素朴さを賛美 し、フィジー人としてのあるべき生 き方の暗示を
みようとする人々も大勢いる。確かに中産階級の多 くは今 日でも出身村落との絆を維持 し、親
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族に対 しては決 して負担の軽 くない援助を与えてきている。それはマタソガ リ成員としての権
利を保持 し、老後の自分や低学歴でおわるかもしれない子供のために、最終的な生活基盤を確
保するという意味をもって きた。 しかしながら村の大嫌いな人々も、また村人以上に村の好 き
な人々にも共通 していえるのは、どちらも村の現実の暮 しに適合するのがすでに困難になって
しまった、とい う点である。実際 トイ レもシャワーもなく、読書の時間もひとりで休息する機
会もない生活、夫婦は一緒に食事 もできず、それぞれが男女の陳腐な話題に毎 日つきあわされ
る生活に、 彼らはもはや戻ることができない。 彼 らの子供についてはい うまでもないであろ
う㈲。
こうしたまったくあたらしい文化を形成 しつつ、村との間に溝 を深めていった彼 らは、 しか
しながら職場や居住区において自分と同類のイソド人たちをみいだし親交を結ぶことができた。
彼 らは互いを、週末の自宅のパーティーや結婚式など儀礼の場へと呼びあい、さまざまな話題
に英語で花を咲かせた。イソ ド人とフィジー人の縁組 とい うきわめて特異な現象が、スヴァで
は71年だけで10組も記録 されている。フィジー人対イソド人とい うエスニックな言説は、あた
らしいフィジー人、あたらしいイソ ド人の出現によって、何 らかの変容を余儀な くされ始めた
のである。
N.エ スニ ックな言説 の過激化
この変容の必然は、フィジー経済が不況に見舞iわれる70年代後半 まで、さし迫った ものには
ならなかった。たとえば政党政治をみるかぎり、支配政党の同盟党(AllianceParty)は持続
する好況を背景に、フィジー人の8割 以上、イソ ド人の4分 の1の支持を得つつ政局の安定を
誇示 していた。この政党はフィジー人に対 しては特権の保護、イソ ド人その他に対 しては穏健
な多民族主義をかかげて、広い支持基盤を確保することに成功 した。それに対 し当初労働者の
利権問題 に力点をおいて訴えた連邦党(FederationParty)は、次第にイソ ド人だけの党 と
みなされて、他のエスニ ック ・グループからの支持をほとんど獲得できなかった。
中産階級ではフィジー人はもちろんイソド人の多 くが、この同盟党を支持 していた。ただ し
積極的な支持姿勢 とい うより、他と比べて一番妥当な党とい う理由で投票 した者がかな りいた
と思われる。彼らは決 して全員が熱心な労働組合員とい うわけではなく、その所属する組合も
また政府との対決よりも協調を基本とする方針をとっていた。組合 リーダーの中には政府の トッ
プポス トにつ く者 も現れ るという状況で、同盟党同様に穏健な路線を堅持 していたのである。








出稼ぎ労働者として、農村に文字 どお りの拠点をおいている。 フィジーの農村の暮 しは60年代
からの急速な都市化 ・商品経済化の中で、こうした人々が主役 となって支えて きている。彼 ら
は現代の標準的フィジー人と呼んでもおか しくない。
したがって転換は、イソ ド人とフィジー人の下層労働者では違 ったかたちで出現せざるをえ
なかった。イソ ド人は都市労働者型の政党で、もともとイソ ド人主体に組織 された連邦党への
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支持を広げた。一方 フィジー人は農村の利益、フィジー人の利益を第一に掲げる急進的政党を
欲 していた。それは同盟党の穏健路線 と挟を分かったブダソ ドロカの組織す るFNP(Fiji




ジー人 というそれである。早 くから階層社会を形成 し、白人に近づいてキリス ト教や火器をと
りいれた東部、また植民地化ののちは大チーフたちを中心にさまざまな優遇措置を授かってき
た東部に対 し、平等性の強い西部社会はしば しば、チーフを強調する植民地支配の体制に抵抗













部の対立を利用 して勝利 したそのときに、顕在化 したものだった働。連邦党がついに組閣でき
ず、議会の解散 と再度の総選挙が秋 におこなわれると、いわゆる同盟党の`protectvoter'が












とはいえ中産階級 はやがて、過 激 な民族主義 者 よ りもある意 味でず っと危険 な思想 の温床 た
りえる ことを証 明す るよ うになった。 その思 想は基本的 には、エスニ シテ イー の代 わ りに 「階
級」 を主役 に据 え るとい うオー ソ ドックスな言説 を継承 した もので、80年代 に彼 らの労働組 合
を母 胎 に急 成長 して い く。 この主導 的役割 を演 じた のは、 ホ ワイ トカ ラー系組 合の 中核Fiji
PublicServiceAssociation、す なわ ちFPSAであ る。
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FPSAつま りフィジー公務員労組は、上述のように政府 との協調路線を旨としながら、独立
後の組合運動の リーダー役をつとめてきた。 とりわけ不況が深刻化 した70年代後半になると、
FPSAの委員長は全労組の代表として、政府役人 ・雇用主同盟 との三者 フォ 一ーラムにのぞみ、
毎年の賃金のガイ ドライソを決定 した。いうなら組合は不況の中にあって、政府と労組 とをつ
なぐ重要なパイプとなったのである。
FPSAがこれだけ大 きな力をもつに至ったのは、決 して偶然ではない。公務員は国家の全賃






働者よりもはるかに恵まれた地位に依拠 した穏健 さであ り、またその地位の保障を要求 しつづ










FPSAへの姿勢を硬化 させた政府はしか しなが らこの時点では、組合が0挙 に急進化すると
予想 しなかったと思われる。実際運動員の多 くは80年代に入 るまでは同盟党の支持者であり、
フィジー国家建設の中核的存在であると自覚 していた。ただ し彼 らが政府のスタッフや同盟党
の議員たちと違 うのは、チーフの家系でな くみずからの教育を武器にしてめぐまれた地位を獲





FPSAの急進化は、そうした彼 らの内的矛盾がついに表面化 した結果 とみることができる。
そして彼らは政府との交渉決裂の過程で、みずからの矛盾を止揚すべきあらたな言説を顕在化
させていった。イソ ド人とフィジー人、都市と農村、 「伝統」 と進歩といった深い対立は、実
は両者にまたが りその対立に寄生 しつつ私腹を肥す、という0部の階級によってかき立てられ
たものでないか。 この特権階級をのぞけば、残 るのは貧 しく誠実な働 き手ばか りのはずだ09。
この認識が従来の労働運動と較べてもつ急進性とは、労働者の敵としてフィジー人の特権チー
フたちをは じめて同定 した点にある。チーフ階級のヘゲモニーと衝突 した中産階級の運動家た
ちは今、誠実で貧 しい働 く者すべての代表として彼らに対峙す ることになった。
こうした急進化に積極的にかかわったフィジー人たちの多 くは、彼 らの転向が同盟党と大チー
フたちへの幻滅によって もたらされたことを指摘する。大チーフたちが 「伝統」の名のもとに
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いかに私的利益を追求 し、とりわけ外国からの多額の援助を食い物に して利権拡大をはかって




転向がはた して 「真実」を知 ったためだったかどうかはわからない。 この種の話は、以前か
らもしばしば語られてきている。ただ確かなのは彼 らが今やはっきり自分のチーフを批判 し、
これを階級的な言説によって論 じ始めているという点である。このあ らたな動 きはついに賃金
凍結が強行された翌年の85年、フィジー労働党(FijiLabourParty)という新党を生み出 し






西部出身の医者ババソ ドラを擁立 した。ババソドラの平民性軌 西部人という属性をいか して、
東部チーフ中心の体制への不満票を集めようというねらいだった。
連合の結成が中産階級の間に、懸念を生 じさせたことは否定できない。彼らの多 くは労働党







として しば しば解釈される。 しか し支持票の解釈はそう容易ではない。とりわけフィジー人側
の支持理由には、彼らの間の地域対立感情が間違いなく組み込 まれている。労働党そ して連合
の結成 と勝利 とは、こうしたフィジー人内部の対立を浮 き上がらせ、逆にフィジー人の結束の






者 ラソブカ中佐(当 時)が 平民出身のハソディを背負いつつ、いかに最大限の野心実現をはか
ろうとしたか、あるいははからねばならなかったかを考えるとき、大筋を明らかにする。
ラソブカが利用 したのはフィジー人の危機意識であ り、この危機を彼 らの 「伝統」つま りは
既得権益の一層の強化をつうじて克服するよう非常手段に訴 えるという図式だった。だがこの
「伝統」主義によって、平民の彼はみずか らにきびしい限界 をはめて しまう。彼にで きたのは
あ くまでチーフ階級に仕える一一戦士 としての役割を演 じることであ り、チーフに0層の力と権
威を与えてみせつつ、それと引 き換えにこの階級か ら最大限の報償に授かろうとすることだっ
た。結局彼は大将への昇進を手にし、内閣を以前の同盟党内閣のスタッフにゆず り、軍へと帰っ
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ていった。残ったのはチーフたちの立場の強化と 「伝統」への一層の傾斜である。
現在フィジーでは国政 レヴェルでフィジー人の永続的支配が強権的に確立される一方、フィ
ジー人行政の復古的な強化が進め られている㈱。こうした動きを 「民主主義」や 「平等」の立
場から批判する者は、フィジー人の伝統にも同様な性質の内在することをみようとしない、西




しかしながら少なくとも中産階級 と呼び うる人々に関す るかぎり、この方向が積極的に支持
されていると言い難い切。彼 らの懸念が現実 とな り同盟党の大物政治家が再登場すると、同盟
党への反発ははるかに強いものとなって しまった。同僚のイソド人が海外へ移住す るのをみつ
めつつ凶、彼 らはしばしばフィジーの将来について、明るくない展望を論 じ合 うのである。
結 論
本論は階級を文化と結合させ、また階級意識 と切断 してとらえ直す という立場に立ちながら、
現代フィジーにおけるエスニシティーとの関係を追ってきた。 ここにあらわれたのは、みずか






吹き荒れる中で、順当な発達を抑えられている。 この言説は彼らのある者が提起 しまた多 くの
共感を獲得するところとなったもうひとつの言説、つまり支配階級対被支配階級とい うそれ、
に対抗 した古い言説であ り、フィジーは今 日このふたつの対立する言説の間で揺れつづけてい
るといえる◎
エスニ ックな言説と階級的な言説、両者はいかなる状況で形成されまた関係 しあ うのだろう
か。エスニックな言説は文化を前提に 「本源的な感情」を訴え、階級的な言説は支配や搾取を









があらわとなる不況下で対立感情が高揚 している。だが反対に同 じ階級を構成す るイソド人と
フィジー人の間では、この言説は支配的になりに くい。資本家階級そして中産階級がこれにあ
たる。とりわけ中産階級の成長は、政府がとってきた労働運動のエスニックな分断を、少な く
ともホワイ トカラーの組合について意味の乏しいものに して しまった。エスニ ックな言説はこ
のように、一程度の階級的実態に裏付けられては じめて力を発揮す るのである。
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階級的な言説はどうだろうか。この言説は階級文化、エスニ ックな文化、あるいは半エスニッ
クな文化などの、いずれにせよ何 らかの文化を支持母体に して受容されている。r本 源的な感
情」ほど強烈でないか もしれないが、何 らかの同胞意識を喚起する文化の力によって、は じめ
て受け入れられるのである。たとえはこの言説をはじめから強調 してきた連邦党は、イソド人







裂け 目にエスニ ックな言語で割って入 り、また文化の裂け目に階級的言語で割って入ることで
あって、相手の内部の裂け 目への割 り込みとして表現 してもよい。
しか しながら、戦いの未来を予測す ることは誰にもできない。たとえば東部フィジー人対西
部フィジー人 という半エスニ ックとさえいえる対立ひとつをとってみても、この対立が将来エ






















整能力がいよいよもって失われてい くと、瀕死の国家に非常大権を付与 してこれを甦えらそ う
とす るこころみ、すなわちクーデターが起こったのだった。ただ しその国家とは一方の言説の
上に強引に君臨 し、原住民の特権を主軸 として構成 されるあらたな形態の国民国家である。 こ
の国家の依拠する特異なナショナ リズムとは、言説の対決がフィジー人の多 くにほとんど初め
てともいえる国家意識の高揚をもたらしたそのとき、形成 された思想に他ならない。 この場合






(1)その典 型 は オ ー ソ ドッ ク ス な マ ル ク ス主 義 的 分 析 で 、 た と えば メ ラ ネ シ ア に関 す る も の と して は 、
FITZPATRICK(1980)、HOWARD(1986)、DURUTALO(1986)など。 た だSTAVENHAGEN
(1975)の`internalcolonialism'のア プ ロー チ は 、 階 級 関 係 を 重 視 しなが ら も、 エ ス ニ シ テ ィー の
独 自性 に再 三 注 意 を喚 起 して い る点 で注 目され て よい 。ABDEL-MALEK(1981)らの`civilization'
を主 軸 と す る分 析 は 、 西 洋 と 非 西 洋 の対 立 を 強調 す る反 面 、 エ ス ニ ッ ク ・グル ー プ 内部 や 国 民 国 家
に おけ る階 級 関 係 を軽 視 して い る。
(2)文化 と階 級 の関係 を還 元 主 義 に陥 らず注 視 した 人類 学 的 研 究 と して 、WOLF(1982)、SIDER(1988)、




(6)〈実 体 と して の 階 級 〉 と い う用 語 は 、GIDDENS1975:chap.6-2の主 張 に も とつ い て い る。 こ の用
語 は人 類 学 者 の 多 くに と っ て 、抵 抗 を感 じさせ る もの か も しれ な い。 しか し人 類 学 者 が安 易 に もち い
て きた 「階 級 」 もま た 、 た と え ば貴 族 ・僧 侶 ・年 齢 組 と い うよ うな 、 ま さ し く実 体 的 な 集 団 を指 示 し
て きた こと が しば しば で あ る。 な お こ こで い う階 級 は、 少 な くて も こ う した用 法 と 同 じ程 度 に は 、実
体 が 関係 性 の 中 で成 り立 つ こ と、 ま た そ う した 関係 性 が幾 つ もの読 み取 りを許 す こ と、 を 認 識 した も
の で あ る。
(7)人 口比 は1986年に は 、 フ ィ ジー人46.2%に対 しイ ソ ド人48.6%であ っ た。 た だ し クー デ タ 一ー後 に イ ソ
ド人 が 多数 国外 流 出 した た め 、1989年の 時点 で は フ ィジ ー人 人 口が イ ソ ド人 人 口を若 干 上 まわ って い
る。
(8)この 土地 制 度 と社 会 構 造 の創 出 に つ い て は 、FRANCE(1969)。
(9)フ ィ ジ ー 人 行 政 は1959年のSpateCommissionによ っ て 批 判 さ れ 、 こ の 結 論 は 翌 年 のBurns
Commissionによ って 支 持 され て い る。 大 チー フ会 議 は 行 政 の 改 革 を受 け入 れ ざ る を え な くな っ た。
(10)MAMAK(1978:61-5)
(11)1986年に 登 録 され て い た 組 合 は計44で、 組 合員 数 は全 フ ィ ジー の 賃 労 働 者 の 約 半 数 に あ た る40,000人
だ った 。 この 場 合 、 重 複 加 入 は 組 合 法 に よ って 禁 止 され て い る。 また ホ ワイ トカ ラー 系 組 合 の 代 表 で
か つ組 合 運 動 の 中軸 で あ るFPSAに は 、加 入 資 格 を もつ 全 員 が ほ ぼ 加 入 して い た。 労 働 運 動 に つ い て
はHOWARD(1985)、 ま た あ と で述 べ る賃 金 凍 結 に つ いて はNAIDU(1987)がま と ま った 研 究 と
して 上 げ られ る。
(12)Op.,cit.pp.123-7.
⑬MORRIS(1990:9)
(1のこ う した 立 場 か らの 代 表 的 研 究 と してBLUMIN(1989)。フ ィ ジ ー の 中 産 階 級 を論 じた 研 究 は 、 現
在 までRUTZ(1989)、GRIFFIN(1986)など ご く少 数 に と ど ま って い る。
㈲ 村 の 生活 が好 きで将 来 そ こに家 を構 えた い とい う人 間 で も、 問 い つ め れば た い て い が トイ レや シ ャ ワー
を完 備 した末 に、 せ いぜ い短 期 間 しか 滞 在 で きな い だ ろ うこ と を認 め て い る。
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対立が上げられる。抗争に破れた0派 は離党 し、その後同盟党に入党 した。イスラム教徒の組織も9
月の選挙に敗北 した後は、同盟党支持にまわっている。


















教員 ・医師 ・技術者などの不足に悩んでいる。0方 公務員等の事務職については、イソド人の出国は
フィジー人にとって願 ってもない雇用創出となった。
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Summary
ThisarticlefocusesontherelationshipbetweenclassandethnicityinmodernFiji.We
attempttodiscussthetwointhesamecontextofculureanddiscourse.Thus,class
formation,forexample,shouldbegraspedastheculturalandalsoasmakingofdistinctive
discourse.Despitegreatdifferencesbetweenthetwoformations,howeachbecomesdominant
showsimportantsimilarities;eachdiscourseutilizestheother'selementsforitsreinforcement
andattemptstosurpasstheother.Inthissense,relationshipofthetwocanbefully
analizedbyexaminingtheirmutualcomplementarityaswellastheirincompatibility.
CLASSANDETHMCITY:INCASEOFFIJI
Naoki.Kasuga

